
広島市会長杯ルール
（1） 個人ボール　　小学1年生～小学3年生
D1について　（5.0満点）
申告書なし、GCOはとわない
3~10個の身体の難度をいれる
手具が動いていればD1として成立する
1個のD1に0.5の価値をあたえ、最大5.0までのD1を評価する
審判方法は、実施したD1を拾い上げる高校生2部方式で、実施した順番に5.0まで
評価する
　　　D2について　（5.0満点）
　　　申告書なし　　
ジュニアルールに準じて出来ているものを評価する
　　　最大5.0までのD2を評価する
審判方法は、実施したD2を拾い上げる高校生2部方式で、実施した
順番に5.0まで評価する
Aについて・・・評価の対象としない
Eについて　（10.0満点）
ジュニアルールに準じて評価する
（2） 　小学生徒手団体　小学1年生～小学6年生
D1について　（10.0満点）
　　　申告書なし、各徒手要素（　　　　　　　　　　）を1個ずついれる
全員が同時に、同じ徒手要素を実施すること
1個のD1に0.5の価値をあたえ、2.0満点で評価する
　　　種類の異なるステップを4ついれる　
　　　全員が同時に、同じステップを実施すること
1個のステップに0.5の価値をあたえ、2.0満点で評価する
連携6個をいれる
1個の連携に1.0の価値をあたえ、6.0満点で評価する
審判方法は、実施したD1・ステップ・連携を拾い上げる高校生2部方式で、実施した
順番にそれぞれの最大点まで評価する
　　　D2について・・・評価の対象としない
　　　Aについて・・・評価の対象としない
　　　Eについて　（10.0満点）
　　　ジュニアルールに準じて評価する

